
毎
号

と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ
と
お
役

に
と
ち
ま
す
。
 

、
 

給
食
前
の
十
五
分
間
は
、
毎
日
、
業
間
体
育
の
時
間
。低
学

年
の
四
十
六
人
は
校
庭
を
、
高
学
年
の
五
十
三
人は
校
外
の
土

手
の
下
、
 一五
〇
〇
m
の
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
 

日
ざ
し
も
や
わ
ら
か
く
、
岩
木
山
が
す
っ
き
り
見
え
る
校
舎

前
の
数
本
の
桜
は
、
今
が
満
開
。
 

さ
あ
、
こ
の
汗
で
、午
後
の
授
業
は
、ス
カ
ッ
／
と
「き
ま
り
」
 

で
す
ね
。
 

（鶴
ケ
岡
小
学
校
）
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戸母
u
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こ
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で
く
だ
さ
い

き
っ
と
お
役
に
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ち
ま
す
。
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給
食
前
の
十
五
分
間
は
、
毎
日
、
業
間
体
育
の
時
間
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低
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の
四
十
六
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は
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十
三
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岩
木
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す
っ
き
り
見
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前
の
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の
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は
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満
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。
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午
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このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広

く市民の皆様方に知って戴＜ためのコーナーです。 

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。 

なお、ご家族又は知人の方で首都圏てH動いている五所

川原市出身者てにUターン就職希望される方は、市総務部

工業振興対策室（廿35 - 2111 内280)/＼こ沫目談下さい。 

ー
誘
致
企
業
第
十

八
号
 

株
式
会
社
昭

伸
精
工
 

立
地

・
平
成
三
年
六
月
 

私
達
の
会
社
『
株
式
会
社
昭

伸
精
工
』
は
、
五
所
川
原
市
の

誘
致
企
業
と
し
て
は
十
八
番
目

に
あ
た
り
ま
す
。
本
社
工
場
は

埼
玉
県
鴻
巣
市
に
あ
り
、
 一
般

住
宅
や
ビ
ル
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

用
の
金
型
や
機
械
を
設
計
、
製

作
し
て
い
ま
す
。
主
な
取
引
先

は
、
ト
ー
ョ
ー
サ
ッ
シ
株
式
会

社
な
ど
で
す
。
昭
和
五
十
年
に

設
立
し
、
現
在
は
従
業
員
が
四

十
五
名
の
決
し
て
大
き
い
と
は
 

社員からのひとこと 

松 本 みどりさん 
(29歳） 

い
え
な
い
会
社
で
す
が
、
少
数

精
鋭
主
義
で
や
っ
て
き
て
五
所

川
原
市
に
進
出
で
き
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
工
場
は
、
他
の
誘

致
企
業
の
あ
る
漆
川
工
業
団
地

の
中
に
は
な
く
、
長
橋
地
区
に

あ
り
ま
す
。
周
り
を
り
ん
ご
畑

と
溜
池
に
囲
ま
れ
、
と
て
も
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

又
、
国
道
一
〇
一
号
線
が
す

ぐ
近
く
を
通
り
、
空
港
や
青
森

市
へ
の
交
通
も
便
利
で
、
将
来

は
津
軽
自
動
車
道
東
イ
ン
タ

ー
 

も
近
く
に
出
来
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
そ
ん
な
私
達
の
会
社

は
、
平
成
三
年
の
操
業
開
始
か

ら
三
年
計
画
で
事
業
を
進
め
て
 

昭
伸
精
工
に
と
っ
て
、
五
所

川
原
市
は
初
め
て
の
進
出
地
で

す
。
知
名
度
は
ま
だ
低
い
で
す
 
 

い
ま
す
。
平
成
四
年
に
は
、
生
 

2
 

産
拠
点
と
し
て
設
計
か
ら
検
収

ま
で
の

一
貫
し
た
生
産
ラ
イ
ン

を
完
成
さ
せ
、
そ
し
て
三
年
目

に
は
本
社
工
場
の
八
十
パ

ー
セ

ン
ト
の
生
産
機
能
を
五
所
川
原

工
場
に
委
譲
す
る
予
定
で
す
。
 

五
所
川
原
工
場
の
ニ
ッ
ク
ネ
 

ー
ム
は
、
 『チ
ー
ム
B
』
 
と
位

置
付
け
、
今
後
と
も
地
域
の
皆

様
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
 

伸
び
や
か
に
力
強
い
企
業
を
目

指
し
て
頑
張
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

が
実
力
は
か
な
り
の
も
の
で
す
0
 

社
長
は
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
！
ン

ュ
で
、
前
向
き
な
考
え
方
の
持

ち
主
で
す
。
そ
ん
な
社
長
の
も

と
で
、
少
し
で
も
会
社
の
発
展

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
0
い
つ
か
、
五
所
川
原
の
 

『昭
伸
精
工
』
と
し
て
広
く
知

ら
れ
る
こ

と
を
願
っ

て
い
ま

す
。
 

‘'‘、><、><、身.. ‘><、><、b‘、b停、><、><、身司S

このコーナーは、市誘致企業と して立地した企業を広

<市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。

なお、こ家族文は知人の方で首都圏で働いている五所

川原市出身者でUターン就職希望される方は、市総務部

工業振興対策室 (n35-2111 内280)へこ相談下さい。 j

誘
致
企
業
第
十
八
号

株
式
会
社
昭
伸
精
工

私
達
の
会
社

『株
式
会
社
附

伸
村
工
』
は
、
-札
所
川
原
市
の

法
致
企
業
と
し
て
は
卜
八
需
日

に
あ
た
り
ま
す
。
本
社
じ州
場
は

時
五
県
鴻
巣
市
に
あ
り
、

a

般

住
宅
や
ビ
ル
の
ア
ル

ミ
サ
ア
ン

用
の
合
型
や
機
械
を
設
計
、
製

作
し
て
い
ま
す
。
トヒ
な
取
引
先

は
、
卜
l
ヨ
l
サ
y
シ
株
式
会

社
な
ど
で
す
。
附
利
-K
卜
午
に

設
立
し
、問視
什
化
は
従
業
員
が
問

卜

μ名
の
決
し
て
大
き
い
と
は

みどりさん
(29歳)

社員か6のひとこと
松本

い
え
な
い
会
社
で
す
が
、
少
数

日
刊
鋭
ト
仁
義
で
や
っ
て
き
て
仁川所

川
原
市
に
進
山
で
き
る
ほ
と
に

な
り
ま
し
た
。

-
九
所
川
原
工
場
は
、
他
の
議

欽
企
業
の
あ
る
漆
川
工
業
団
地

の
小
に
は
な
く
、
長
橋
地
区
に

あ
り
ま
す
。
周
り
を
り
ん
ご
畑

と
府
池
に
川
ま
れ
、

と
て
も
向

然
環
境
に
忠
ま
れ
て
い
ま
す
。

X
、
凶
道
，

o
-号
線
が
す

ぐ
近
く
を
通
り
、
空
港
や
阿川森

市
へ
の
交
通
も
便
利
で
、
将
米

は
池
唯
自
動
車
道
東
イ
ン
タ
ー

も
近
く
に
山
来
る
予
定
と
な
っ

で
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
私
達
の
会
社

は
、
平
成
J

・年
の
山開
業
開
始
か

ら
.-
-年
計
画
で
事
業
を
進
め
て

-4-J 11 
。j京 11(1

知 "i1中
名は 制
度 初仁
はめに
までと
だの つ
低進 て
し、 a'!_J，
で 地 li_
すで Nr

い
ま
十
o

J
Y
成
問
午
に
は
、
生

産
拠
点
と
し
て
設
計
か
ら
険
収

ま
で
の
-
目
し
た
化
ぃ北町
ラ
イ
ン

を・完
成
さ
せ
、
そ
し
て
一
不
日

に
は
木
社
仁
川川
の
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
生
産
機
能
を
バ
所
川
原

工
喝
に
委
譲
す
る
予
定
で
す
。

μ
所
川
原
工
場
の
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
は
、

『チ
l
ム
B
』
と
位

置
付
け
、
今
後
と
も
地
域
の
符

様
と
需
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、

伸
び
や
か
に
力
強
い
企
業
を
円

指
し
て
頑
帰
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

が
実
力
は
か
な
り
の
も
の
で
す
。

社
長
は
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
、
前
向
き
会
与
え
万
の
持

ち
主
で
す
。
そ
ん
な
社
長
の
も

と
で
、
少
し
で
も
会
社
の
発
展

に
点
献
で
き
れ
ば
と
思

つ
で

い

ま
す
。
い
つ
か、

バ
所
川
原
の

『昭
伸
村
工
』
と
し
て
広
く
知

ら
れ
る
こ
と
を
刷

っ
て
い
ま

2 
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若者は地域に残り地域を 
鷲市誘考鐘t.L1i 

誘
致
企
業
第
十
九
号
 

株
式
会
社
大
久
保
製
作
所
 

立
地

・
平
成
三
年
十
月
 

⑥
誘
致
企業
第
十
七
号
借
行
産
業
株
式会
社
の
紹
介
は
、会
社
の
都
合
に
よ
り
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
 

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
しま
す
o
 

3
 

本
社
所
在
地
 山
梨
県
田
府
市

資
本
金
 
三
千
万
円
 

従
業
員
数
 三
百
五
十
人
 

事
業
所
 

本
社
工
場
（
山
梨
県
甲府
市
）
 

白
根
工
場
（
山梨
県
白
根
町
）
 

秋
田
工
場
（
秋
田県
能
代
市
）
 

青
森
工
場
（
五所
川
原
市
）
 

事
業
内
容
 

当
社
は
昭
和
四
十
七
年
に
創
 
 

業
以
来
、
 一
貫し
て
液
晶
パ
ネ

ル
を
設
計
、
開
発
、
製
造
し
て

い
ま
す
。
 

平
成
元
年
に
秋
田
工
場
を
設

立
し
「
創
造
・
努
力

・
信
頼
」
 

を
経
営
方
針
と
し
て
従
業
員
一

同
心
を
ー
に
事
業活
動
を
伸
展

さ
せ
成
長
を続
け
て
おり
ま
す
。
 

更
に
事
業
を拡
大
す
る
こ
と

と
、
五
所
川
原
に
立
地
し
た
と

こ
ろ
であ
り
ま
す
。
 

当
社
は
、
〇
A
機
器
、
テ
レ

ビ
・
家電
・
情
報
・
通信
等
の

広
い
分
野
で二
十
一
世
紀に
む

け
て
着実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。
 

又
当
社
は
、
カ
シ
オ
計
算
機
囲

の
協
力
企
業
と
し
て
、
こ
の
地
 
 域

に
定
着
し
、
地
元
の
皆
様
と

密
着
し
た
連
体
感
を保
ち
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
域
の
発

展
と
活
性
化
に
寄
与し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
市
民
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

誘
致
企
業
第
十
九
号

株
式
会
社
大
久
保
製
作
所

本
社
所
在
地

山
梨
県
中
川
市

資
本
金

三
千
万
円

従
業
員
数

ご一
斤
丘
卜
人

事
業
所

本
社
工
場
(山
梨
県
中
川
市
)

h
恨
工
場
(山
梨
県
h
出
町
)

秋
田
工
場
(秋
田
県
能
代
市
)

青
森
工
場
(五
所
川
原
市
)

事
業
内
容

当
社
は
昭
和
問
卜
じ
年
に
創

業
以
来
、

-
Rし
て
液
口
川
パ
ネ

ル
を
設
計
、

開
発、

製
造
し
て

い
ま
す
。

市下成
A

江
年
に
秋
田
工
場
を
設

立
し
「
創
造
・
努
力

・
信
頼
」

を
経
営
方
針
と
し
て
従
業
員企

同
心
を

一
に
事
業
活
動
を
伸
展

さ
せ
成
長
を
続
け
て
む
り
ま
す
。

更
に
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と

と
、
五
所
川
原
に
立
地
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
社
は
、

O
A
機
山
内

テ
レ

ビ

・
家
電
・
情
報
・
通
信唯一叩の

広
い
分
野
で
-一
ト

-
世
紀
に
む

け
て
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

又
当
社
は
、
カ
シ
オ
計
算
機
附

の
協
力
企
業
と
し
て
、
こ
の
地

域
に
定
着
し
、
地
厄
の
皆
械
と

密
着
し
た
連
体
感
を
保
ち
、

微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
域
の
発

展
と
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
皆
様
の
よ
り

-
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
中
し

卜
.
げ
ま
す
。

@
誘
致
企
業
第
十
七
号
借
行
産
業
株
式
会
社
の
紹
介
は
、
会
社
の
都
合
に
よ
り
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3 
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いいピクニック日和です 

蕪誉竺・~ 
,n 頑～ 

左から石山さん、 

高橋さん、工藤さん 

農 

石山さん 1 

胃タ。 

高橋さん 

工藤さん 

梅に、琴の調べ一津島社中のみなさん 

鯵
憩
」
麟
響し
鷺
麟
 

ロ
⑨
目
り
い
り
比
購
回
麟
糾
・
観
 

第
三
回
 
ク

北
限
α彬
議
 

四
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
た
、
北
限
絡
慧
づ
 

り
会
場
は
、
連
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
ぜ
い
の
市
 

を
訪
れ
ま
し
た
。
 
 

広
大
な
津
軽
平
野
の
中
心
に
位
置
す
る
、
わ
た
し
 

4
 

た
ち
の
ま
ち
、
五
所
川
原
。
 

今
年
は
、「梅
お
と
め
」
に
代
っ
て
 rI
I
、ス
津
軽
平
 

野
」
 
の
募集
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
二
十
六
日
の
、
 

さ
わ
や
か
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
西
北
各
地
か
ら
十
六
 

名
の
応
募
者
が
あ
り
ま
し
た
。
 

“ミ
ス
津
軽
平
野
）
の
みな
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
繰
 

広
げ
ら
れ
る
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
の
“
花
）
と
し
て
 

活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

入
賞
者
は
、
次
e
三
人
の
方
々
で
す
。
 

〇
石
山
い
づ
み
さ
ん

（
二
十歳
）
 

（市
内
末
広
町
・
大学
生
）
 

〇
高
橋
 
未
央
さ
ん

（
二十
一
歳
）
 

、
、
 

（
金木
町
沢
部
・
地
方
公務
員
）
 

〇
工
藤
 
育子
さ
ん
（
二
十
三
歳
）
 

（鶴
田
町
境
一
会
社
員
）
 

（応
募
順
）
 

ミス津軽平野この 
みなさん、おめでと 

/ 

第
三
回

ぷ
ん限

四
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
た
、

り
会
場
は
、
連
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
ぜ
い

を
訪
れ
ま
し
た
。

ボクはカメラマン。「お姉ちゃん待って一」

琴の調べ=津島社中のみなさん梅に、

いいピクニック日和です

十ミス津軽平野川 =φ 
ゆ +ーみなさん、おめでとう→0・

広
大
な
津
軽
予
肝
の
小
心
に
位
置
す
る
、
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
、

μ
所
川
原
。

今
年
は
、
「
梅
お
と
め
」
に
代

っ
て
「
ミ
ス
津
軽
市
「

肝
」
の
募
集
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
二
卜
六
日
の
、

さ
わ
や
か
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
西
北
各
地
か
ら
十
六

名
の
応
募
省
が
あ
り
ま
し
た
。

H

ミ
ス
津
軽
平
野
H

の
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
繰

広
げ
ら
れ
る
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
の
山
花
4

と
し
て

活
臨
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
賞
省
は
、
次
の
三
人
の
方
々
で
す
。

O
石
山
い
づ
み
さ
ん
(
二
卜
歳
)

(市
内
末
広
町

・
大
学
生
)

4 

O
布
橋

未
央
さ
ん

(二
十

一
歳
)

(金
木
町
沢
部

・
地
方
公
務
員
)

育
子
さ
ん

(二
卜
三
歳
)

(鶴
田
町
境

・
会
社
員
)(応

募
順
)

O
工
藤

左から石山さん、

高橋さん、工藤さん



湯
上
り
の
や
う
な
ぬ
く
も
り
梅
 

山
越
の
今
開
か
ん
と
辛
夷
の
芽
 

開
花
 

ま
し
ら
 

雪
 
江
 

森
騨
C
 

五
所
川
原
 
菊
地
ふ
み
を
 
梅
咲
い
て
あ
の
娘
が
嫁
ぐ
日
が

咲
く
ま
で
は
帰
れ
ぬ
故
郷
が
遠
 
せ

ま
る
 

く
な
る
 
北
限

の
命
は
ぐ
く
む
湯
の
温
み

幻
想
の
月
下
美
人
が
舞
う
一
夜
 

鶴
田
 
太
田
 
北
歩

五
所
川
原
 
対
馬
 
一
閃
 
は

ま
な
す
の
過
去
匂
わ
せ
て
北

梅
桜
一
っ
気
に
北
の
春
が
燃
え
 

の
涯
 

北
限
の
い
の
ち
黙
々
冬
を
耐
え
 

北
限
の
家
忘
れ
ま
じ
渡
り
漁
夫

藤
崎
 
佐
藤
 
悠
 
五
所

川
原
 
沢
田
長
一
郎

北
限
の
椿
悲
恋
の
詩
が
あ
る
 
北

限
の
梅
に
似
合
っ
た
津
軽
三

北
限
の
猿
は
惰
眠
を許
さ
れ
ず
 
味
 

圧
所
川
原
 
加
藤
 
彩
人
 

［
い
い
い
りH

【ー
 

五
所
川
原
管
内
の
 

婦
人
少
年
室
協
助
員
が
決
り
ま
し
た
 

協
助
員
は
、
勤
労
婦
人
・
勤
 
原
 
芳
江
（松
島
町
七
ー
五
四
）
 

労
青
少
年
の
福
祉
と
保
護
、
地
 

坂
本
和
彦
（
鶴
田
町

・
相
原
八

位
の
向
上
等
を
目
ざ
し
、
県
婦
 

七
ー
一
）
 

人
少
年
室
に
協
力
し
、
各
地
域
 

花
岡
ト
キ
（
木
造
町

‘
末
広
三
 

に
於
て
活
動
し
ま
す
。
 

六
ー
六
）
 

善
意
の
花
か
ご
 

＠
教
《暴
員
会

へ
 

〇
江
良
産
業
囲
（
市
内
毘
沙
門
字
熊
石
二
八
ー
一
 
江
良
力
代
 

表
）
廿
第
一
中
学校
生
徒
用
図
書
購
入費
と
し
て
、
四
十
万
 

円
 

〇
圃
晃
玄
産
業
（
江
良
力
代
表
）
廿
第
一
中
学
校
生
徒
用
図
書
 

購
入
費
と
し
て
、
二
十
万
円
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柳 

川 

「問題に出ている樹うて、あれか Cら」 

もうひとがんばり 
（野里小のおともだち） 

歩
く
こ
と
は
い
い
です
ね
え
。
 

市
で
呼
び
か
け
る
こ
と
に
は
、
 

殆
ん
ど
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

街
に
近
く
て
、
こ
ん
な
に
い

い
と
こ
ろ
を
歩
ける
な
ん
て
、
 

し
あ
わ
せ
で
す
ね
。
 

梅まつり会期中の 4 月29日に行われたウォー 

クラI)一には、沢山の親子が参加しました。 

し 

市内末広町の三上さん 

4石 rユ‘ 

歌 

五
所
川
原
梅
ま
つ
り
協
賛
 

県
下
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
 

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
 

春
日
差
さ
や
げ
鍋
山
ゆ
噸
斜
来
 

て
肩
ゆ
す
る
時
寵
の
独
活
が匂
 

ひ
り
 
弘
前
 

新
谷
 
統
 

供
花
い
だ
き
登
る
リ
フ
トの
わ
 

れ
に
注
ぐ
視
線
反
ら
し
ゆ
く
春
 

の
雪
山
 鯵

ケ
沢
 
小
杉
 
友子
 

地
吹
雪
に
塞
ざ
さ
れ
し
道
迷
ひ

つ
つ
登
校
拒
否
児
の
家
を訪
ね

き
 
弘
前
 
長
利
 
三

良
 

勲
見
の
お
お
き
な
笑
顔
梅
咲
け

り
 
加
寿
江

野
ざ
ら
し
の
椅
子
に
雨
溜
め
梅

の
山
 
市
 
子

母
在
れ
ば
母
に
見
せ
た
し
梅
の

花
 
雑
 

人

日
が
欲
し
や
紅
ほ
つ
ほ
つ
と
若

き
梅
 
青
 
雅

梅
林
や
光
陰
め
ぐ
る
幹
の
痩
 

市
 
子
 
 

雪
解
け
の
轍
の
水
に
未
だ
萌
え

ぬ
木
影
う
つ
り
て
山
道
明
し
 

五
所
川
原
 
野
呂
三枝
子
 

く
れ
な
カ
の
ー
ひ
ら
ロ
唇
に
含

む
と
き
わ
れ
も
こ
の
山
に
ひ
ら

く
老
梅
 
弘
前
 
中
村
 
道郎
 

た
だ
た
だ
に
一
切
放
下
し
酔
ひ

ゆ
か
な
煙
き
ひ
ら
く
梅
の
下
み

ち
 

弘
前
 
片
桐
よ
し
子
 

神
山
の
花
ひ
ら
き
つ
つ
紅
梅
の
 

色
薄
墨
の
空
に
映
え
を
り
 

板
柳
 
三
上
 
幸
子
 

欝
ク
晋

心
 

梅
い
ち
り
ん
わ
が
暦
日
に
似
て

真
白
 
仙
 
三

善
男
悪
女
紅
梅
の
真
っ盛
り
 

あ
 
い

乾
坤
の
乾
の
み
明
し
梅
ひ
ら
く
 

年
 
春

梅
つ
ぼ
み
観
る
に
は
あ
ら
ず
か

ぎ
カ
た
り
 
け
ん

一

紅
梅
の
そ
の
一
本
へ
ま
た
も
ど

る
 
と
み
子
 

-梅まつり会期中の 4月29日に行われたウオー

クラリーにlcJ:，沢山の親子が参加しました。

もうひとがんばり
(野里小のおともだち)

歩
く
こ
と
は
い
い
で
す
ね
え
。

市
で
呼
び
か
け
る
こ
と
に
は
、

殆
ん
ど
参
加
し
て
い
ま
す
。

街
に
近
く
て
、
こ
ん
な
に
い

い
と
こ
ろ
を
歩
け
る
な
ん
て
、

し
あ
わ
せ
で
す
ね
。

五
所
川
原
梅
ま
つ
り
協
賛

県
下
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

「問題に出ている樹って、あれかしら」

ひ て在
り肩口

ゆ差干
すさ

ヲムる Jや
前日寺げ

寄jgる
華斤 σ) LLJ 
谷独うの

i舌ど{t頁u

ががj-;;
統匂来

圃

直

のれ f共
常に花
山 i主い

鯵ぐだ
ケ 干見き
沢線登

反る
らリ
しフ
ゆト
く σコ
春わ

中~

地
吹
雪
に
塞
ざ
さ
れ
し
道
迷
ひ

つ
つ
登
校
拒
任
児
の
家
を
訪
ね

き

弘

前

長

利

三
良

梅き日花母の里子り嬰ZF一一1

号梅表 立山 5 21旬ド
光しばしお 」一一」
陰や母のお
め紅t に椅き
ぐ ほ兄子な
る っ せに笑
幹ほた雨顔

市の汗 つ 雑し市溜加1梅
癌と梅め寿 H美

子 維持人の子梅江け

国

雪
解
け
の
轍
の
水
に
未
だ
萌
え

ぬ
木
影
う
つ
り
で
山
道
明
し

五
所
川
原
野
円
三
枝
子

く
れ
な
ゐ
の

一
ひ
ら
円
時
に
合

む
と
き
わ
れ
も
こ
の
山
に
ひ
ら

く

老

梅

弘

前

中

村

道

郎

友
子

た
だ
た
だ
に

一
切
放
下
し
酔
ひ

ゆ
か
な
旭
き
ひ
ら
く
梅
の
ド
み

ち

弘

前

片

桐

よ

し

子

神
山
の
花
ひ
ら
き
つ

つ
紅
梅
の

色
薄
墨
の
空
に
映
え
を
り

板
柳

三
k

幸
子

品

W3V
、

梅
い
ち
り
ん
わ
が
暦
日
に
似
て

点

門

仙

三

善
男
思
女
紅
梅
の
其

っ
盛
り

あ

い

位
坤
の
乾
の
み
明
し
梅
ひ
ら
く

年

春

梅
つ
ぼ
み
蹴
る
に
は
あ
ら
ず
か

ぎ

ゐ

た

り

け

ん

一

紅
梅
の
そ
の一

本
へ
ま
た
も
ど

る

と

み

チ

渇
ト
し
り
の
や
う
な
ぬ
く
も
り
梅

開

花

ま

し

ら

画

圃

五
所
川
原
菊
地
ふ
み
を

咲
く
ま
で
は
帰
れ
ぬ
故
郷
が
速

く
な
る

幻
想
の
月
下
美
人
が
舞
う

一
夜

五
所
川
原
対
馬

一
山

梅
桜

一つ
気
に
北
の
春
が
燃
え

北
限
の
い
の
ち
黙
々
冬
を
耐
え

峰

崎

佐

藤

悠

北
限
の
権
悲
恋
の
詩
が
あ
る

北
限
の
猿
は
惰
眠
を
許
さ
れ
ず

五
所
川

原

加

藤

彩

人

山
越
の
今
聞
か
ん
と
辛
必
の
芽

雪

江

息
ゆ
ト

梅
咲
い
て
あ
の
娘
が
嫁
ぐ
日
が

せ
ま
る

北
限
の
命
は
ぐ
く
む
湯
の
温
み

鶴

田

太

田

北

歩

は
ま
な
す
の
過
去
匂
わ
せ
て
北

の
涯

北
限
の
家
忘
れ
ま
じ
渡
り
漁
夫

五
所
川
原
沢
田
長

一
郎

北
限
の
梅
に
似
合

っ
た
津
軽
三

味

C 

五
所
川
原
管
内
の

婦
人
少
年
室
協
助
員
が
決
り
ま
し
た

協
助
貝
は
、
勤
労
婦
人
・
勤
原
芳
江
(
松
島
町
七
|
五
回
)

労巨
川
少
年
の
柄
祉
と
保
護
、
地
坂
本
和
彦
(
鶴
田
町
・
相
原
八

位
の
向
k
等

を

目

ざ

し

、

県

財

ヒ

|

こ

人
少
年
室
に
協
力
し
、
各
地
域
花
岡
ト
キ

(木
造
町

・
末
広
=一

に
於
て
活
動
し
ま
す
。

」
ハ
|
六
)

善
意
の
花
か
ご

@
教
育
委
員
会
へ

O
江
良
産
業
側

(市
内
毘
沙
門
字
熊
石
二
八
1

一

江
良
カ
代

表
)

M
H
第

一
中
学
校
生
徒
用
関
川
購
入
貨
と
し
て
、
問
ト
万

戸・
0
揃
晃
玄
産
業

(江
良
力
代
表

)
H
第

一
中
学
校
生
徒
用
悶
芹

購
入
費
と
し
て
、
二
卜
万
円

5 



緑
い
っ

ば
い
 
花
い
っ

ぱ
い
 

よ
り
、
 

お
い
し
い
水
を
 

ー
飯
詰
浄

水
場
改
造

工
事
起

工
式
ー
 

6
 

四
月
二
十
三
日
、
飯
詰
浄
水

場
改
造
工
事
の
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

飯
詰
浄
水
場
は
、
昭
和
二
年

青
森
市
に
次
い
で
、
県
内
で
は

二
番
目
に
出
来
た
、
歴
史
の
あ

る
浄
水
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

完
成
は
平
成
五
年
の
予定
で

こ
の
工
事
完
成
によ
っ
て
、
昨

年
新
築
と
な
っ
た
水
道
事
業
所

中
央
管
理
セ
ン
タ

ー
と
の
集
中

管
理
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
お

い
し
い
水
が
、
機
能
的
に
供
給

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

「俺の舟出は日本晴れ
」
にみんな大よろこび 

老
人
ホ
ーム
「く
る
み
園

」
を
慰
間
 

ー
福
山
・
長
生
会
の
み

な
さ
ん
ー
 

市
内
福
山
の
、
第
一
長
生
会
 

（
代
表石
岡
浩
さ
ん
）
第
一
長
 

生
会
（
代
表
工藤
由
衛
さ
ん
）
 

の
会
員
二
十
数
名
が
、
四
月
一
一
 

十
四
日
、
く
る
み
園
で
、果
物
、
 

ジ
ュ
ー
ス
等
の
お
土
産
持
参
の

慰
間
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

代
表
の
石
岡
さ
ん
は
 
「く
る

み
園
の
、
や
さ
し
い
職
員
の
も

と
に
、お
互
い
、
い
つ
ま
で
も
、
 

楽
し
く
、長
生
き
し
ま
し
ょ
う
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

歌
謡
、
民
謡
、
踊
り
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
入
居
者
も
盛
ん
な

拍
手
で
し
た
。
 

最
後
に
、
長
生
会
の
会
員
と

く
る
み
園
の
み
な
さ
ん
と
で
、
 

幸
せ
の
ワ
ル
ツ
（
星
影
の
ワ
ル

ツ
の
曲
で
）
の
大
合
唱
と
な
り

た
い
へ
ん
、
和
や
か
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
 

r
 

ー
環
境
緑
化
ま
プ
り
ル
。
 

23年前の小学校入学記念樹 

（市内 田町） 

四
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
の
三
日
間
、
お
祭
り
広
 

み
ご
と
な
松
ー
。
 

場
で
開
催
さ
れ
た
緑
の
市
は
、
 

連
日
、
大
ぜ
い
の
人
で賑
わ
い

ま
し
た
。
 

初
日
の
二
十
四
日
には
、
今

年
入
学
し
た
小
・
中
学
校
の
新

一
年
生
へ
、
千
一
一
百
ー
ェ
ー
 
の

梅
と
杏
の
苗
木
の
贈
呈
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
新
一
年
生
へ
の
苗
木
の

贈
呈
は
、
二
十
五
年
程
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

今
、
市
内
に
は
子
供
達
の
成

長
と
共
に
、
大
き
く
枝
を
張
っ

た
梅
、
桜
の
樹
々
が
茂
り
、
若

葉
の
そ
よ
ぎ
を
見
せ
て
い
ま

す
。
 

ー
よ
り
、

いu

お
い
し
い
水
を

問

ー
飯
詰
浄
水
場
改
造
工
事
起
工
式
|

同
月
二
十
三
日
、
飯
詰
浄
水

場
改
造
工
事
の
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

飯
詰
浄
水
場
は
、
昭
和
二
年

占
森
市
に
次
い
で
、
県
内
で
は

二
番
目
に
出
来
た
、
歴
史
の
あ

る
浄
水
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

完
成
は
一平
成
五
年
の
予
定
で

こ
の
工
事
完
成
に
よ

っ
て
、
昨

年
新
築
と
な

っ
た
水
道
事
業
所

中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
と
の
集
中

作
埋
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
お

い
し
い
ぶ
が
、
機
能
的
に
供
給

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

/ 

「俺の舟出は日本晴れJIこみんな大よろこび

老
人
ホ

l

ム
「
く
る
み
園
」
を
慰
問

ー
福
山
・
長
生
会
の
み
な
さ
ん
ー

市
内
福
山
の
、
第

一
長
生
会

(代
表
石
岡
浩
さ
ん
)
第
二
長

生
会
(
代
表
工
雌
自
衛
さ
ん
)

の
会
員
二
卜
数
名
が
、
同
月
二

十
四
日
、
く
る
み
固
で
、
果
物
、

ジ
ュ
ー
ス
等
の
お
土
産
持
参
の

慰
問
会
を
行
い
ま
し
た
。

代
表
の
石
岡
さ
ん
は
「
く
る

み
園
の
、
や
さ
し
い
職
員
の
も

と
に
、
お
圧
い
、
い
つ
ま
で
も
、

楽
し
く
、
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

歌
謡
、
民
語
、
踊
り
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
入
居
弁
も
成
叫
ん
な

拍
手
で
し
た
。

最
後
に
、
長
生
会
の
会
員
と

く
る
み
園
の
み
な
さ
ん
と
で
、

幸
せ
の
ワ
ル
ツ
(
星
影
の
ワ
ル

ツ
の
曲
で
)
の
大
合
唱
と
な
り

た
い
へ
ん
、
和
や
か
な

一
日
と

な
り
ま
し
た
。

、

一一緑一
たはい川一
花
U

一手
町
一

'eU4
1

環
境
緑
化
ま
づ

J

り
l

同
月
二
卜
間
口
か
ら

a

一卜
六

日
ま
で
の
三
日
間
、
お
祭
り
広

み
ご
と
な
松
l
。

場
で
開
催
さ
れ
た
緑
の
市
は
、

述
円
、
大
ぜ
い
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

初
日
の
二
十
四
日
に
は
、
今

年
入
学
し
た
小

・
小
学
校
の
新

一
年
生
へ
、
千
二
円
ニ
ト
本
の

梅
と
作
の
古
木
の
贈
官
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新

一
年
生
へ
の
苗
木
の

贈
呈
は
、

二
卜
五
年
程
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今、

市
内
に
は
子
供
述
の
成

長
と
共
に
、
大
き
く
技
を
張

っ

た
梅
、
桜
の
樹
々
が
茂
り
、
若

葉
の
そ
よ
ぎ
を
兄
せ
て
い
ま

寸
，

23年前の小学校入学記念樹
(市内田町) (桜)

6 



察防周 貞ー ’→” 

5月 1 日～5月31日 

水害から 

生命と財産を守るため 

心をあわせて 

力をあわせて 

水防はみんなの手で 

私達の生活排水で 
川や湖が汚れています 

く》川や湖や海の水をきれいにするために私

たちにできること。 

⑨流しのなかに細

かい目の三角か

ミごなどを置いて、 

調理くずや食べ

残しなどを法モさ

ないようにしま

しよう。 

0油はそのまま流さない

で、新聞紙などにすし、 

こませてこラタとして出

します。 

（く》調理くずや食べ残しは、 

土に埋めると自然に分

解されます。 そのあと

肥料としても使えます。 

米のとぎ汁なども肥料 

となります。 o洗剤は、量をはかって 

使いすぎないようにし

ましよう。 

(@）三角コーナー等に廃ス

トッキングを使用する

ことで有機物の除去が

できます。 

申 

黒 ' 

か字臼⑨めむGあ 
L口国早臼の習字卵田号目Gし臼ワ 
県内の小学生を対象に、今年で28回目を迎え

る習字作品展は、国民年金制度の普及推進とノ」、 

学生の習字教育の向上に寄与することを目的と

して開催されます。 

みなさんク刀応募をお待ちしております。 

レ間い合せ 国保年金課（内線 265) 

7 

「ーーーーー 	 つ 

~ば〈書のため図書館が休みます~ 

ヒ量旦27日～5月31日まで 」 
介護職員講習課程の実施ー 
（ホームヘルパ-3級） 

高齢化社会を支える、介護職員の技i荷及び知

識を習得する講習でトす。 

ン参集者 過去に、介護業務に従事した経験の

ある方で”、 これから、 又再び介護職員として

福祉マンを目ざす方。（現在、介護業務に従事

している方は、定員に余裕のある場合、対象

となりますJ 

D 人員 五所川原管内は50人。 

レ経費 県福祉人材情報センターが負担します

ので無寧十です。（昼食は、各自持参のこと。） 

レ使用テキスト 

ホームヘルパー養成研修テキス ト 3 級課程。 

研修後は 「福祉人材バンク」 に登録、介護職

員の要望のあるとき、希望者は、就労するこ

とができます。 

ン締め切り 6 月 6 日比） 

＞申し込み 県福祉人材情報センター 

青森市新町2-4-36 

県社会裾科止会館内”0177-77-0011 

青い鳥郵便葉書が発行されます 
重度の身体障害者には無料配布 6月1日（月）まで 

郵政省は、平成 4 年 4 月20日（月）から身体障害

者問題に対する国民の理解と認識を更に深める

ことを目的として、特別な意匠の恥枯頁印面によ

る41円郵便葉書を次のとおり発行します。 

一般に販売するほか、重度の身体障害者の方

で希望される方に無半斗で差し上げる事とします。 

レ葉書の配布 

1 配布の対象 重度の身体障害者（1級又は 2 級）の方 

2 受付期間 6 月 1日（月）まで 

3 配布枚数 20枚 

4 申出の方法 住所お近くの郵便局に身体障害者手帳

を提示し、所定の用紙に必要事項を記入

していただきます。 （代理の方でも結構
です） 

用紙は、郵便局、福祉事務所等の窓口
に備え付けてあります。 

なお、郵便によって申し込むこともで
きます。 （この場合は、本人の手帳番号、 

級別、住所、氏名及び希望される郵便葉書
の種類を記入し郵送していただきますJ 

I 

~ 

配布の方法 住所地の郵便局から郵送します。 
郵便局に直接申し込みのあった場合は 

その郵便局の窓口で配布します。 

レ問し、合わせ 郵便局 か34 - 3204 

[Gaa@抑吉ゐ
固~~@@習宇宙品@æBrÞ[rû
県内の小 学生を対 象に、今年で28回目を迎え

る腎字作品展は、 国民年金 制度の普及推進と小

学生の胃字教育の向ヒに'.{f与することを同的 と

して開催されます。

みなさんの応募 をお待ちしておりますo

b問い合せ 国保年金諜 (内線 265)

i「「一一一J一5月1日-----5月31日

持ら
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生命と財産を守るため

心をあわせて

力をあわせて

水防はみんなの手で

私達の生活排水で
川や湖が汚れています

<QlJ 11や湖や海の水をきれいにするために私

たちにできること0

0流しのなかに細

かい自の三角か

ごなどを置いて、

調理くずや食べ

しよう。

/ 

。油はそのまま流さない

で、新聞紙などにすい

こませてごみとして出

します。

@調理くずや食べ残しは、

土に埋めると自然に分

解されます。そのあと

肥料としても使えます。

米のとぎ汁なども肥料

となります。
。洗剤は、量をはかつて

使いすぎないようにし

ましょう。

。三角コーナ一等に廃ス

トツキングを使用する

ことで有機物の除去が

できます。

ばく書のため図書館が休みます
5 月 22 日~5 月 31 日まで

「介護職員講習課程の実施「
」一(ホームヘルパ-3級)---'
山齢化 社会を支える 、 介誰職員の技術及び知

識を開得する ，:昨開です。

[>参集者過去に、介 護 業務に従事した経験の

ある方で、 これから、又再 び介護職品として

福祉 マンを 円 ざす万。(現在、介護業務に従事

している )jは 、定 員 に余裕のある場合、対象

となりま す-0) 

[>人 員 五所川原管内は 50人。

じ〉 経費 県福祉人材情報センターが負-tILします

ので無料です 。(昼食 は 、 各自持参のこと。)

じ〉使用テキスト

ホームヘ ルバ一長成研 修テキスト 3級諜程。

研修後は「制祉人材 パンク」に登録、介護職

員の安堵のあるとき 、希望省は、就労するこ

とができ ます。

[>締め切り 6}j 6 nW 

[>申し込み 県相祉人材情報センター

J子森市新 聞T2-4-36

県社会制祉会館内宮 0177-77-0011

「青い鳥郵便葉書が発行されます1
重度の身体障害者には無料配布 6月1日(月)まで

郵政省は 、 平成 4年 4月201::1 (月)から身体 障害

荷 問題に対 する国民の埋解と認識を更に深める

ことを目 的 として 、特 別 な意匠の料額印面によ

る41円郵便業 汗 を次のとおり発行します。

一般に販売するほか、重度の身体障害者の方

で希望され る万に無料で差し 1:げる事とします。

[>葉書の配布

l 配布の対象 重度の身体隊'{i."-li(1級又は 2級)の方

2 受 付期間 6月1n (月)まで

3 配布枚 数 2 0枚

4 巾出の方法 住所お近くの郵便局に身体防t'}-!守手帳

をj)，¥ぷし、所定の用紙に必要事項を記入

していただきます。 (代E里の方でも結締

です)

用紙は、郵便局、栂祉事務所等の窓口
に備え付けであります。

なお、郵便によって申し込むこともで

きます。(この場合は、本人の手帳書号、

級別、住所、氏名及び希望される郵便薬古

の位類を記入し郵送していただきます。)

5 配布の方法
町一ら郵送します | 
郵便局に直接申し込みのあった場合は

その郵便局の窓nで配布します。

[>問い合わせ 郵便 局 ft34-3204 



特設行政相談所を開設します 
一5月はさわやか行政サービス推進月間 

行政サービス・役所全般の仕事に関する…

要望、改善等どのようなことでもご相談下

さし、。 

>と き 5月19日（火）午 fl10F1.30分～午後 3 時 

レところ 働く婦人の家 3F皆 

レ問い合わせ 青森行政監察事務所 

か 01 77-35-1100 

身体障害者の 
巡回診査を行います 

レ対象者 （ユ）身体障害者手帳の交付を受けるた 

め診査を！必要とする人 

②障害の程度に変化があり、障害の程度、等 

級の変更、更生医療を必要とする人 

③補装具等の交付、修理を必要とする人 

④その他、身体障害者で医療施設入所等の相 

談を希望する人 

）診査科目及び場所、 日程 

〇内 科 6月8日（月） 中央公民館 

〇耳鼻 科 6月9日（火） 中央公民館 

〇眼 科 7月2日（木） 中央公民館 

〇整形外科 7月22日（水） 中央公民館 

ー ン受付時間 各科とも午前 81痔30分～1111寺まで’ 

’ レ注意すること 〇脳卒中等による障害の人は、 

発病後 3 カ月」以上経過していること 

〇内科受診者は、次の資料を持参すること 

①胸部レントゲン写真（心臓・呼吸器機能障害） 

②内因性クレアチニンクリアランス値又は血清クレ 

アチニン濃度の検査結果（腎臓機能障害のみ） 

③健康保険証（国民健康保険証等） 

※間い合わせ先 市福祉事務所福祉課 か35- 2111 

内線 371 

「盲‘ 便利 
】 「税の早わかり冊子」をどうぞ 

レ価格 

1 冊 330円 

レ申し込み受イ寸 

5月22日（金）厳守 

レ申し込み先 

ル折川原市糸内税

貯蓄組合連合会

事務局 

（市役所・収納課

内線 322) 

平成4年度 

税のしおり 

，轟県納悦貯‘岨合週合会 
五 所 川 観 地 区 五 “ 

「ナイター軟式テニス」参加者募集 
軟式テニス塾声」 

レ対象一初心者の男女（年齢は間わず） 

レ期間…・6 月から10月 L旬の毎週（わ曜[Iを原則とする 

レ時間一午後 7 時から午後 8 時30分 

レ場所 ‘飯詰屋外テニスコート 

軟式テニスの練習」 

レ対象・・経験者の男女 （年齢は問わず） 

レ期間 ・S 月26日から10月中旬の毎週（火）と（劃曜 IIを 
原則とする 

レ時間…・午後 7日寺から午後 9 時 

レ場所・…飯詰屋外テニスコー ト 

ン申し込み及び間い合わせ先 

ナイターテニス事務局 T E L 37-3231 

レ締切日…・随時受イ寸します 

レ講師・・・・五所川原庭封之協会会員 

全国一斉りかコ勿りり＝お会 
コース図に従って歩き、ポイ ン トを回ってゴ 

ールをめざすものです。（」三コ,としよりや幼児向け 

の短かいコースもありますJ 

レ日時 	5 月17 Fl（日）9:00集合 10:00スタート 

レ場所 i有役所前お祭り広場 

レチーム編成 1 チーム 3-5人 

レ参加費 1 チーム 500円（ 2 名おr下の」易合は 

1 人 200円）一参加賞ありー 

レ締切日 当日受付ー 

レ申し込み及び間い合わせ先 

菊地久子一さん（市内八重菊20の35 ft⑩5735番） 

※昼食持参、雨天決行、荒天Il, i:fi 止 

「第 

［昌西北五グラウンド・ゴルフフェスティバル 

レ期日 平成 4 年 6)12811(H) 

レ場所 Ii所川原市菊ケ丘運動公園 

レ参加料 1 人1,000円 レチーム 1 チーム 6 名 

レ申し込み締切り 6 月 6 日uう 必着 

レ申し込みと間い合わせ 

第 2 回西北五グラウン ド・ゴルフフエスティ 

バル事務局（五所川原市教育委員会内、内線 

248. 250) ー‘ー、 ーーvノ 	 ‘ O瓶 
⑥参加者全員に、 オリジナル 「 

T シャツをさしあ lヂます（, 田’、， 

8 

身体障害者の

巡回診査を行います
!>対象者 ①身体障害す片手l憾の交付を受けるた

め診査を必要とする人

②障害の程度に変化があり、障害の科度、等

級の変更、更生 医療を必要とする人

③補装具等の交付、修正引 を必要とする人

④その他、身体障答 弁 で医療施設入所等の相

談を希宅する 人

!>診査科目及び場所、日程

0 内 科 6月8日(月) 中央公民館

。耳鼻科 6月9日(火.) rl-'央公民館

。眼 科 ア月 2日(木:) '1，央公民館

。整形外科 ア月 22日(水.) '1'央公民館

仁〉 受付時間 各科とも午前 811ヴ30分 -1111、子まで

!>注意すること 0 脳卒中等によ る障害の人は、

発病後 3カ月以上経過 していること

0 内科受診占ーは、次の資料を持参する こと

①胸部レントゲン写J'~ (心臓./I'f'1岐部機能障符)

'2)内IkWI，クレアチニンクリアランスil立又は血?r'iクレ

アチニン波皮の倹査結果(行，，~機能障許のみ)

③健康保険証 (国民健康保険，fJE等)

※問い合わせ先 di福祉'Jc務所側祉諜 ft35-2111

lホJA泉 371

簡単・便利

「税の早わかり冊子」をどうぞ

!>価格

l冊 330円

!>申し込み受付

5月22日(金)厳守

!>申し込み先

fi.所川原市納税

貯帯組合連合会

事務局

(市役所・収納諜

V-I>I¥泉 322)

情4"l1ll銅製n.組含軍吉会
五月時川園地 E 支 III

仁「ナイター軟式テニス」参加者募集」
|軟式テニス教室 |

!>対象一一初心J干のリj女(1ド齢は間わず)

!>期間 6 J Jから10JJ 1:1J)のω週休)11/，/11をl点川とする

仁〉時間 午後 711、子から午後 811;'i30分

t〉場所飯前屋外テニスコート

|軟式テニスの練習 |

!>対象 …経験-fiのソj女 (1ド齢は問わず)

!>期間一一5J J 26"から 10J1'1'旬の似週ωと(鉛IIMIIを

原J!iJとする

!>時 間 …午後 711、子から午後 911年

!>場所 ・飯計屋外テ ニスコート

!>申し込み及び問い合わせ先

ナイターテニス 'F務局 T E L 37-3231 

b締切日…随11.¥'受付します

じ〉講師一一 JI.fI.斤川原庭球協会会員

L全国一斉 -~~~匂号切日決白」
コース lヌlに従 って 歩き、ポイントを回 っ てゴ

ールをめざすものです。(むとしよりや幼児向け

の矢UかいコースもありますJ

!>日時 5 ) J 1711 (11) 9・00集合 10:00スタート

b場所 市役所前お祭り広助

!>チーム編成 lチーム 3-5人

!>参加費 lチ ー ム 5001'J (2名以 ドの助合は

l人 2001'J)ー参加賞あり

!>締切目 当"受付

!>申し込み及び問い合わせ先

始地久子さん ( d】内 八重 '~Ð20の 35 ft⑪5735需)

※昼食持参、雨天決行 、荒天H、予ιl'J卜ー

[第
色西北五グラウンド・ゴルフフェスティパルj

!>期 日 平成 4年 6川 28I1 (11) 

!>場所 I i. ri}i' J 11原市焔ケI主運動公|点|

!>参加料 l人]，0001' J !>チー ム lチーム 6名

!>申し込み締切り 6川 6I I( 1:)必着

!>申し込みと問い合わせ

第 2回 H可」仁川 グラウンド ・ゴ ルフフ ェスティ

パル ・F務局 (II.所 川 原 市 教育 委 員 会 内 、 内 線

248、 250) ~ m .94マ日
~ 0)ル A完封j

@ 参加-fi全員に 、 オ リ ジ ナ ル 「 主持動

T シいをさしあげます。 ~ ...受ナゲ

特設行政相談所を開設します
一一一 5月はさわやか行政サービス推進月間一一

行政サービス ・役所全般の仕事に関する一-

要望、改善等 どのようなことでもご相談下

さし、。

!>と き 5月19日伏)午前1011.1'30分~午後 311、F
bところ働 く財人の家 3階

!>問い合わせ 背 森行 政監 察事 務所

定~0177-35 - 1100

， 

8 



市役所 ft35-21 11 

イ 

期 日 時 	間 場 	所 

5 月25 H 

（月） 

午前10時から 

午後 0 時30分まで 
本町 
①かさい駐車場 
（五所川原東日流

ライオンズクラブ
協賛） 

午後 1時30分から 

午後 4 時まで 

6 月 4 日 

（木） 

午前10時から 

正午 まで 
田
  

栄
県
 

丁

Aロ
 
全

口
 
ュ
日
“
 
ム

り
 

同
 
庁
 午後 1時から 

午後 4 時まで 
西北中央病院前 

6月の健康センター相談日 1 

6 月 5 H 、12L1、19目、26lI ぐ、 j 。（毎週金曜目J 

時間 午前10時から午後 3 時まで。 

内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談に 

1応じますので、赤ちゃんからお年寄りまでお気

軽にご利用ください。 

お間い合わせ 保健環境課（”内線 268番）。 

 

木曜ソフトテニス（軟式）募集 
初心者大歓迎グ 

  

   

 

問
費

先絡
 

時

経
連

レ

ン
レ
 

10時～ 14時 

lカ月 1.500円 

市内みどり町（米谷） 

ft3 5 - 0768 

  

    

- 	＋ー＋→→→ →→ ‘ー 一＋＋→ 一 ‘→」 

    

市税の納期は次のとおりで 

す。お手元の納付書を確認 

し、期限内に納めましよう。 

固定資産税 15月 1日～ 

都市計画税 1 6月 1日まで 

レ間い合わせ 収納課（内線 208
209 

,
1
1
 

乳幼児の健康診査 

場所 市仁引建センター 

受付時間 12: 30-12:45まてな 

持参するもの 母子イ建康手帳、バスタオル。 

3 歳児に‘封固人通知いたします。 同封のアン

ケ トに記入して、尿を小ビンに入れて持参く

ださし、。転入者の方、不明な点はご連絡ください。 

※注意 （D6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セッ トを、母子イ建康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 7 カ

月児に限るJ 

②病気療養中（特に伝染病の病気）のお子さ 

んはご遠慮くださし、。 	 一 

③今回、健診を受けられない方は次回におい ’ 

て二くださし、。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 
F14 年 

2 月生まれ 
6 月 9 日（Jく） 健康診査 

6 力月児 
H3年 
n月生まれ 

6 月16日吹） 健康相談 

1 歳児 
H3年 

5 月生まれ 
6 月22日（月） 健康相談 

・
・
ー
（

b
 

歳
カ
 

日
り
 

児
  

H2年 
12月生まれ 

6 月23日因 健康診査 

3 歳児 
H元年 

2 月生まれ 
6 月18日（利 健康診査 

6月のうす味料理講習会 
塩分控えめのおいしい料理一 

テーマ：バランス食と減塩について学び、 成人 

病を防ごう／ 

日 程 

開催月H 対象地区 開 催 場 所 締め切り 

6 月 1日（印 松島町 保 健 セ ン タ ー 5 月26日因 

6 月17日（和 中 コミュニテイセンター中川 6 月11日（村 

6 月18日（村 飯 	詰 コミュニテイセンター飯詰 6 月11日（村 

6 月19日（釦 三 	好 コミュニテイセンター三好 6 月12日囲 

レ時間：午前9:30～午後 1:00 

レ料金】無料 

レ持参する物：ェフ。ロン、筆記用具、 ごはん、 

みそ汁（小ビンなどに入れて）、健康手帳食事

しらべ用紙（地区の保健協力員からもらって

くださし、J 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙がありますJ 地区外の方でも参加で・

きます。 

9 
	 この欄の問い合わせ 保健環境課（内線268・272う 

市役所 n35-2111

!献血 1

期 11 /I，f 附1 .t~f~ F庁

午前10/1主から
本1111

5112511 
午後 011キ30分まで @かさい院 事 jl，r~

( II. 所川原点 11流
(11) 

'f1圭 111キ30分から ライオ ンズ クラブ

協ff)
午後 4/1，yまで

一
午liijIO/l，yから 栄町

6 1 J 4 11 
IE午まで llfl.合 |日l庁舎がj

(本)
午後 1/1手から

州北 '1'央病院 liij
午後 411.¥ーまで

i6月の健康センター相談日 |
6 H 5 11、12"、19"、26r 1です。(毎週令 雌"0) 

時 間 午 前 10時 から 午後 311、子ま で。

内容 l血圧 測 定 、尿検査等 を含め た健康相談に

応じますので、 zかちゃんから お年寄 りまでお、気

軽 にこ 利用 ください。

お問 い合わせ 保健環境課 (宮 内線 268砕)。

「木曜ソフトテニス(軟式)募集1
初心者大歓迎.ゲ

[>時間 10時 - 1411寺

[>経費 1カ月 1.500円

[>連 絡 先 市内みど り町 (米 谷)

「一一一一一一一~一一一一一一一一一一一一--一_._.._..._._._----、1

i市税の納期は次のとおりで j 

iす。お手元の納付書を確認 i 
i し、期限内に納めましょう。 !

(固定資産税 15月 1日~ i 
; 都市計画税 f 6月 1日まで j 
l b問い合わせ収納課 (内線部) ; 
L__________~____

_____一一一_______._
_._.J

!乳幼児の健康診査 |

場所 rli保 健 センター

受付時間 12:30-12・45まで

持 参 するもの 母什建康予帳 、パスタオル。

3歳 児 には{問人通知 いたします。 lロl封 のアン

ケー トに記入して 、尿 を小 ピンに入れて持 参く

ださし、。転 人 将の ノf、不明 な点 は ζ 連 絡くださし、。

※注意 ① 6カ川健康相談につごうで来れなか

った場 合は 、神経停車IJ]胞腫 (小児がん)の織 査

セッ トを、旬:J乙健康予l肢 を持 参のうえ保健環境

諜 窓 11にもら いに きでください。(6カ月、 7カ

) J V己にF艮る。)

② 病 気 療養'1' (特 に伝染病 の病気)のお子さ

んはごj君主I主主 くださし、。

③今向、健診を受けられない方は次回にあ、い

でくださし、。

1I 令 対象 児 期 11 内容

3カ}-Bよ H 4 iド
6 11 9 11 (;/() 健康診査211生 まれ

6カJJlJ;: H 3 iド
6川16"(;/() 健康相談llJI生まれ

ート

l歳児
H 3 ir 

6 H 22" (月) 健康相談
5 J 1生まれ

I j義 H 2年
6 J 123ト1(;/() 健康診査6カJIリよ 12J 1生まれ

3歳児
H Je年

6 J 118H (本) 健康診査2 J 1生 まれ

じ空222問時間全
テ ー マ :ノ〈ランス 食 と品炎上包について学び、成人

f丙をF方ζ う /

日 平呈

開f1!/ 1 11 対象地1><' 開催 場 j1，庁

6 H 1 11 (11) 怯 烏凹If果 f建 センタ ー

6 1] J 711 (刷 11/ コミュニティセンター中11/

6/11811 (村 飯 コミュニティセンター飯泊

6/11911 (紛 H コミュニティ七ノター :.H

[>時間 :午 前 9 : 30-午 後 1 : 00 

b料金 :無料

締め切り

5 H 2611 (:}() 

6月IJll(本)

6月1111(，f<) 

6/11211俗

[>持 参する物 :エプロン、筆記用 具、ごはん、

みそ汁(小 ピンなどに入れて)、4建康手帳食事

しらべ用紙 (地 区の保健協力員からもら って

くださいJ

[>申 し込み先 :地lベの保健協力兵へ(参加 市し

込み用紙があります。)地 区 外 の 万 でも参加 で

きます。

9 
0この欄の問い合わせ 保健環境課 (内線268・272)
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納税貯蓄組合に加人している方は、 

組合を通じて納めましょう。 

◇納税証明書は車検証と一緒 1 

に大切に保管して下さい 

6月30日因は 

自動車税の納期限です 

五J折川原県税事務Ii斤 糸内利編果 

か 34 一 2111 「勾線 210.211 
× 	 ノ 

、 
―緑を大切に― 

市民参加の植樹祭を開催します 
り、日日寺 5 月31 U（目）午前 9l時30分、送迎ノくス利

用の方は、午前 8時30分まで市役所前に集合

＞場所 狼野長t艮公園 

レ申込み締t,J 5 月25日 農林課（内糸泉215) 

Dその他 長ぐつ又はズック、軍手を用意して

下さい。 昼食、使用道具は、市で準備します。 

参加者全員に苗木の無償配布があります。 

5月1日号で募集した「あすなろ尚学 

院生」 の募集年齢55歳以上を50歳以上 

に訂正します。ふるってiご応募下さい。 

第3回 虫おくり健康マラソン大会を開催します 
レ期 日 平成 4年 6月14日（日） 小雨決行 

ン日 程 受付（ゼッケン配布） 8時30分～ 9時30分 

スタート 10時叩分 

開会式 9時30分～9時45分 

閉会式 12時30分予定 

ン会 場（コース）北斗グランド及びジョギングコース 

周回 

レ種目別 

小学校男子① 5年生・②6年生 	 Aコース lI500m 

小学校女子③ 5年生・④6年生 	 Aコース 1 ,500m 

中学校男子⑤1年生・⑥2年生 ⑦3年生 Bコース 3 ,000m 

中学校女子⑧1年生・⑨2年生 ⑩3年生 Bコース 3,0加m 

⑩高校生以上～30歳までの男子 	 Dコース 6I0加m 

⑩高校生以上～30歳までの女子 	 Cコース 4, 000m 

迂鉛1歳以上～45歳までの男子 	 Dコース 6 ,000m 

4切1歳以上～45歳までの女子 	 Cコース 4,000m 

4釧6歳以上～弱歳までの男子 	 Cコース 4,0mm  

」馴6歳以上～55歳までの女子 	 Bコース 3,0(加 

＠万6歳以上の男子 	 Bコース 3,0(nm 
1』56歳以上の女子 	 Aコース 1 ,SOOm 

レ表彰 ①各種目別の入賞は第 3位までとし、賞状、 

タテを授与します。但し、小学校は第 6位まで入賞

とし、第1位から第 3位まで賞状、タテ、賞品、第 

4 位から第 6位まで賞状、賞品を授与します。 

②参加者全員に記念品（Tシャツ）を進呈します。 

ン参加料 無 料 

レ参加資格 小学校 5年生以上の児童・生徒・ー般 

I::'参 加 五所川原市字岩木町12 

申込み先 五所川原市教育委員会社会教育課 

廿35 一 2111 内線 248・250 

レ申込み締切 平成 4年 5月30日田 

レ申込み方法 所定の申込み書（コピーでも可）に必要

事項を記入の上申込み下さい。定員500名になり

次第締切らせていただきます。 
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緑を大切に

市民参加の植樹祭を開催します
じ〉 日時 5 } J 3111 (11)午前 9日午30分、送迎ノ〈ス乎IJ

用 の 方 は、 午 前 8時30分 まで市 役所前に集合

1>場所 狼里子長恨公園

じ〉 申込み締切 5 H25日 庄 林謀 (内線215)

1>その他 長ぐっ又はズ ック 、軍 予を丹]芯:して

下さし、。 怪食、f史 川 近 具 は 、 市 で 準 備 し ま す。

参 加 省 全 員 に 苗木 の 無 償 配 布 が あ り ま す。

5月1日号で募集した 「あすなろ尚学
:院生」の募集年齢55歳以上を50歳以上

に訂正します。ふるってご応募下さい。

6月3;，0日(火)は

自動車税の納期限です
納税貯答組合に加入している方は、

組合を通じ て納めましょう 。

。納税証明書は車検証と一緒

に大切に保管して下さい

五所川原県税事務所納税課

ft34 -2111 内線 210.211

⑮46歳以上~55歳までの女子 Bコース 3，0∞m
([t56歳以上の男子 Bコース 3，0∞m
⑫万6歳以上の女子 Aコース 1，5∞m

b表彰 ①各種目別の入賞は第3位までとし、賞状、

タテを授与します。但し、小学校は第 6位まで入賞

とし、第1位から第3位まで賞状、タテ、賞品、第

4位から第6位まで賞状、賞品を授与します。

告潜加者全員に記念品 (Tシャツ)を進呈しますo

1>参加料無料

1>参加資格 小学校5年生以上の児童 ・生徒・ 一般

1>参 加五所川原市字岩木町12

申込み先五所川原市教育委員会社会教育課

合 35-2111 内線 248・250

1>申込み締切平成4年 5月30日(土}

1>申込み方法 所定の申込み書(コピーでも可)に必要

事項を記入の上申込み下さい。定員500名になり

次第締切らせていただきます。

虫おくり健康マラソン大会を開催します
平成4年 6月14日(日) 小雨決行

受付 (ゼッケン配布) 8 時30分~9 時30分

スタート 10時00分

開会式 9時30分~9時45分

閉会式 12時30分予定

場(コース)北斗クランド及びジョギングコース

周囲

第3回
日

程

b期

じ〉日

Aコース 1，5∞m
Aコース1，5∞m
Bコース 3，0∞m
Bコース 3，0∞m
Dコース 6，0∞m
Cコース 4，0∞m
Dコース 6，0∞m
Cコース 4，0∞m
Cコース 4，0∞m

b会

1>種目別

小学校男子①5年生 ・①6年生

小学校女子③5年生 ・④6年生

中学校男子⑤1年生 ・⑥2年生 ・⑦3年生

中学校女子⑨1年生・⑨2年生・⑩3年生

。清校生以上~30歳までの男子

@濡校生以上~30歳までの女子

@31歳以上~45歳までの男子

@31歳以上~45歳までの女子

⑬46歳以上~55歳までの男子
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